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近年，大気圧プラズマジェット（APPJ）の

応用研究が広く行われている[1]．ヘリウムガ

スの誘電体バリア放電を使用する APPJ は，

高純度ヘリウムガスチャネル内をガス流方

向とは独立した方向に伝播する「プラズマ弾

丸」の発生源として知られている．この特徴

は，非常に狭いチャネルからなる骨再生スキ

ャフォールドの内面の親水性処理に適用す

ることができる．

しかし，単に APPJ を照射するだけでは低

コンダクタンスの狭チャネル多孔体にヘリ

ウムを充填することはできない．本研究では

多孔質体へのヘリウム充填を誘電体容器内

で行い，その外部からプラズマ弾丸の伝播を

引き起こす方法を提案する．これを実現するためには，APPJ が容器の誘電体壁越しに伝播しなけ

ればならないが，それが可能であることを確認した結果について報告する．

 図 1 は ICCD カメラによって撮影した弾丸の時間発展である．今回の実験では，誘電体壁とし

て厚さ 1.3 mm のガラス板を用いた．その片面（下面）に APPJ を照射し，もう片方の面（上面）

にはヘリウムジェットを照射した．ジェットノズル内径およびヘリウムガス流量は、3.8 mm およ

び 5 L/min である．APPJ 生成時の印加電圧は 7 kV，10 kHz の正弦波電圧である．図 1 の時間発展

写真より，ガラスプレート越しにプラズマ弾が伝播していることが確認できる．発表では，ガラ

スプレートと APPJ の距離依存性，ガラスプレートの向こう側にあるヘリウムジェットの角度依

存性やその流束径依存性などについて報告する．
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図 1. ガラス管越しに伝搬するプラズマ弾丸．
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